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１．四半期財務情報の作成等に係る事項 

 

①会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 有 ・ ○無 

②最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 有 ・ ○無 

③連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ： ○有 ・ 無 

連結（新規） ３ 社 （除外） － 社  持分法（新規） － 社  （除外） － 社 
 

２．平成 18 年 6 月期第１四半期財務・業績の概況（平成 17 年 7月 1日～平成 17 年 9月 30 日） 

(1) 経営成績（連結）の進捗状況 （百万円未満切捨て）

 売 上 高         営 業 利 益         経 常 利 益         
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

平成 18年６月期第１四半期 2,940 （ △37.5 ） 80 （ △91.0 ） 64 （ △90.0 ）
平成 17年６月期第１四半期 4,702 （   23.1 ） 888 （     － ） 649 （     － ）
（参考）平成 17年６月期 16,087 1,643 1,146 

 

 四半期（当期）純利益
1株当たり四半期 
（当期）純利益 

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益 
 百万円 ％ 円 銭 円 銭

平成 18年６月期第１四半期 27 （ △91.8 ） 3 88 3 88
平成 17年６月期第１四半期 334 （    － ） 47 94 47 61
（参考）平成 17年６月期 151 10 13 10 13
 

［経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等］ 

①売上高 
当社の第一四半期における売上高は、29 億 4 千万円と前年同四半期に比べ 37.5％減少いたしまし
た。前年同四半期比では大幅な減収となっておりますが、月次の売上高の推移では、昨年の秋以降、

ドラッグエリューティングステントによる影響を受け始めてからの減収傾向は底を打ち、今年の夏以

降は、新規取扱い製品等の拡販により回復基調が確かなものになり始めたと考えております。 
以上の状況を前提に、前年同四半期比での売上高の減少理由の主な内容は次のとおりです。 
当第一四半期期は、当社の主力製品であります冠動脈用ステント「デュラフレックス」が、競合他

社製品であるドラッグエリューティングステント（薬剤を放出するステント）の拡販による影響を受

け、前年同四半期に比較し 8億 3千 2百万円減少いたしました。 
第一四半期における「デュラフレックス」の販売実績は、新型ステントの影響を見込み修正した計

画に概ね沿った推移となっております。 
また、その他の主な要因といたしましては、ドラッグエリューティングステント拡販の副次的な影

響として、同ステントにより再狭窄率が低下したことから、カッティングバルーンを使用する症例が

減少し、前年同四半期に比較し 3億 4千 2百万円減少いたしました。 
加えまして、本年２月より、従来取り扱っておりました血管内超音波プローブを、他社製品に切り

替えたことから、移行に伴う一時な販売の減少がありました。しかし現在では、月次の販売数量は順

調に増加しており、ほどなく当初の目標としていた販売数量を達成できるものと考えております。 
一方で、自社製ＰＴＣＡバルーンカテーテル、Ｙコネクターなど当社グループ内開発製品の販売は

好調であり、前年同四半期を上回る実績を達成しております。 
米国子会社ライトラボ・イメージング社で開発しておりますＯＣＴ診断装置は、日本において薬事

申請手続中であり、アメリカにおいても治験を開始し年内の登録完了を見込んでおります。一方、鋭

意開発中でありますドラッグエリューティングステントにつきましても、コーティング方法の改良を

経て間もなく人体での有効性試験を開始する段階であります。 



②営業利益 
当第一四半期におきましては、競合他社の新型ステントが市場に浸透したうえに、当社においては

特に新製品の導入がなかったものの、連結売上高に占める自社グループ製品比率は、前連結会計年度

の55.3％から第一四半期においては62.4％と引き続き改善しており、また、連結売上総利益率につい

ても前連結会計年度の57.5％から第一四半期においては63.1％に、さらに改善いたしました。 

その結果、連結売上総利益は、18億５千５百万円となりました。 

一方、販売費及び一般管理費は、自社グループ製ドラッグエリューティングステントの開発を推し

進めたこと及びＯＣＴ診断装置の治験費用等により、17億７千５百万円となり、その結果営業利益は

８千万円となりました。 

 
(2) 財政状態（連結）の変動状況 

 総 資 産       株 主 資 本       株主資本比率 １株当たり株主資本

 百万円 百万円 ％ 円 銭

平成 18年６月期第 1四半期 52,625 15,938 30.3 2,266 00
平成 17年６月期第 1四半期 50,494 15,783 31.3 2,263 09
（参考）平成 17年６月期 47,693 15,733 33.0 2,225 45

 

［財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等］ 

①資産の部 
現金及び預金は、短期借入れにより 23億円、長期借入れにより 16億９千２百万円、社債の発行に
より８億円の調達（純額）等により、123 億８千５百万円と前連結会計年度末に比べ 37 億２千 3 百
万円増加しております。 
営業権の増加９億１千７百万円は、米国グループ企業を連結する過程での為替換算によるものおよ

び当期より新たに連結対象とした子会社による増加であります。 
②負債の部 
短期借入れにより 23億円、長期借入れにより 16億９千２百万円、社債の発行により８億円を調達
（純額）しております。 
③資本の部 
連結財務諸表の作成に当たり米国子会社の財務諸表を換算する為替相場の変動により、為替換算調

整勘定が、前連結会計年度に比べ４億９千３百万円（資本からの控除項目）だけ減少し 16 億９千１
百万円となりました。 

 
[参考] 業績予想 
 
現時点において通期の業績予想に変更はありません。 

 

業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。 

実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 



[添付資料] 

１．（要約）四半期連結貸借対照表 

 
当四半期 

（平成18年６月期第１四半期末）
（参考） 

（平成17年６月期） 
増減 

（△は減）

区分 金額（千円） 
構成比
（％）

金額（千円） 
構成比 
（％） 

金額 
（千円） 

（資産の部）    

Ⅰ 流動資産    

１．現金及び預金  12,385,964 8,662,114  3,723,849

２．受取手形及び売掛金  4,204,616 4,252,335  △47,719

３．たな卸資産  6,817,106 6,371,854  445,251

４．繰延税金資産  456,893 529,596  △72,702

６．その他  1,529,167 1,409,420  119,747

    貸倒引当金  △46,000 △46,000  －

流動資産合計  25,347,748 48.2 21,179,322 44.4 4,168,426

Ⅱ 固定資産    

１．有形固定資産    

(1)建物及び構築物 1,377,947 1,186,074   

減価償却累計額 650,729 727,218 577,338 608,736  118,481

(2)機械装置 675,200 540,439   

減価償却累計額 481,199 194,001 411,671 128,767  65,234

(3)工具・器具及び備品 1,024,477 969,112   

減価償却累計額 707,001 317,475 646,586 322,525  △5,049

(4)土地  1,270,096 1,270,096  －

(5)建設仮勘定  111,904 35,714  76,190

有形固定資産合計  2,620,697 5.0 2,365,840 5.0 254,856

２．無形固定資産    

(1)営業権  16,265,936 15,348,851  917,084

(2)特許権  62,606 62,596  9

(3)商標権  9,706 9,817  △111

(4)その他の無形資産  2,299,936 2,249,421  50,515

(5)連結調整勘定  25,791 1,619  24,172

(6)その他  83,304 88,320  △5,015

無形固定資産合計  18,747,281 35.6 17,760,627 37.2 986,654



 

 

 
当四半期 

（平成18年６月期第１四半期末）
（参考） 

（平成17年６月期） 
増減 

（△は減）

区分 金額（千円） 
構成比
（％）

金額（千円） 
構成比 
（％） 

金額 
（千円） 

３．投資その他の資産    

(1)投資有価証券  2,440,084 3,134,487  △694,403

(2)長期貸付金  1,697,850 1,659,300  38,550

(3)長期前払費用  74,358 63,260  11,097

(4)繰延税金資産  1,519,920 1,353,757  166,163

(5)その他  183,083 181,761  1,322

貸倒引当金  △5,350 △5,350  －

投資その他の資産
合計 

 5,909,947 11.2 6,387,216 13.4 △477,269

固定資産合計  27,277,926 51.8 26,513,685 55.6 764,241

資産合計  52,625,675 100.0 47,693,007 100.0 4,932,668

    

（負債の部）    

Ⅰ 流動負債    

１．支払手形及び買掛金  1,269,509 1,103,414  166,094

２．短期借入金  11,900,000 9,600,000  2,300,000

３．１年内返済予定長期
借入金 

 3,300,700 3,638,600  △337,900

４．１年内償還予定社債  1,360,000 1,520,000  △160,000

５．未払法人税等  3,009 16,888  △13,879

６．未払消費税等  68,669 59,228  9,441

７．賞与引当金  128,052 351,513  △223,461

８．その他  488,509 336,671  151,837

流動負債合計  18,518,450 35.2 16,626,316 34.9 1,892,133

Ⅱ 固定負債    

１．社債  5,500,000 4,700,000  800,000

２．長期借入金  12,602,800 10,572,500  2,030,300

３．退職給付引当金  65,784 60,772  5,012

固定負債合計  18,168,584 34.5 15,333,272 32.1 2,835,312

負債合計  36,687,034 69.7 31,959,589 67.0 4,727,445

    

 
 



 

 

 

 
当四半期 

（平成18年６月期第１四半期末）
（参考） 

（平成17年６月期） 
増減 

（△は減）

区分 金額（千円） 
構成比
（％）

金額（千円） 
構成比 
（％） 

金額 
（千円） 

（資本の部）    

Ⅰ 資本金  5,238,779 10.0 5,238,779 11.0 －

Ⅱ 資本剰余金  6,739,969 12.8 6,739,969 14.1 －

Ⅲ 利益剰余金  5,578,419 10.6 5,877,277 12.3 △298,857

Ⅳ その他有価証券評価
差額金 

 79,119 0.1 68,048 0.2 11,070

Ⅴ 為替換算調整勘定  △1,691,802 △3.2 △2,184,812 △4.6 493,009

Ⅵ 自己株式  △5,843 △0.0 △5,843 △0.0 －

資本合計  15,938,641 30.3 15,733,417 33.0 205,223

負債・資本合計  52,625,675 100.0 47,693,007 100.0 4,932,668

    

 

 



 

 

２．（要約）四半期連結損益計算書 

当四半期 
（平成18年６月期第１半期） 

前四半期 
（平成17年６月期第１半期） 

区分 金額（千円） 
百分比 
（％） 

金額（千円） 
百分比 
（％） 

Ⅰ 売上高 2,940,298 100.0 4,702,513 100.0

Ⅱ 売上原価 1,084,858 36.9 1,878,835 40.0

売上総利益 1,855,439 63.1 2,823,677 60.0

Ⅲ 販売費及び一般管理費 1,775,387 60.4 1,934,891 41.1

営業利益 80,052 2.7 888,785 18.9

Ⅳ 営業外収益 161,453 5.5 15,474 0.3

Ⅴ 営業外費用 176,744 6.0 255,194 5.4

経常利益 64,761 2.2 649,066 13.8

Ⅵ 特別利益 4,828 0.2 － －

Ⅶ 特別損失 13,001 0.4 46,995 1.0

税金等調整前当期純利益 56,587 1.9 602,071 12.8

法人税、住民税及び 
事業税 

105,500 130,485  

法人税等調整額 △76,238 29,261 1.0 137,468 267,953 5.7

当期純利益 27,326 0.9 334,118 7.1

  

 


